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仙台市下水道事業におけるアセットマネジメントの取組み
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仙台市下水道事業では、海外事例を参考にするなどAMに関する情報の収集を行うとともに、組
織内で新たな取組みへの合意を獲得するため、延べ600回以上のWGやヒアリング、打合せ等を
地道に積み重ね、AMの仕組みの構築や運用を進めてきました。
その結果、東日本大震災の際には、それまでに整備していたシステムを活用し、被災調査作業を
円滑に行うこともできました。引き続き、内部監査や ISO55001を活用して、本市AMの改善に
努めるとともに、AMの普及拡大にも貢献してまいります。

　仙台市の下水道事業では、施設の増加や老朽化に伴う維持管理と更新の増大、一方での使用料収入や職員
などの経営資源の減少といった課題に対応するため、平成 18 年度よりワーキンググループによりアセットマ
ネジメント（以下、AM）導入の取組みを開始しました。さらに平成 20 年度には資産管理戦略室（現経営戦
略室）を設置して AM導入に向けた体制を確立するとともに、東日本大震災を挟んだ 5 年間にわたり AM導
入戦略に基づく取組みを着実に推進してきました。その結果、平成 25 年 7 月に市長が AM運用開始を宣言
するに至り、平成 26年 3月には管路部門が日本初の ISO55001 の認証を取得しました。


